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紹介率 

逆紹介率

C：逆紹介患者の数

共同利用に関する規定の有無 有

◇救急医療の提供の実績

共同利用施設・設備

共同利用の実績：
・シンチグラム（骨シンチ、脳血流シンチ）：276　・CT：153
・MRI（MRCP、MRI)：242　・リニアック：5　　・骨密度（骨塩定
量）：15
・大腸ファイバー:242　・胃カメラ：144
共同利用の範囲：
地域医療連携室、図書室、会議室、検査室、病棟
共同利用施設・設備：CT、MRI、内視鏡、RI,骨密度測定装置、そ
の他検査器具

登録医療機関数 461機関

共同利用病床利用率 0.0%

共同利用の範囲 一部

（うち開設者と直接関係のない医療機関延べ数） (1,077機関)

共同利用病床数 10床

◇共同利用の実績
医療機関延べ数 1,077機関

※患者数は延べ人数 25,373人

B：初診患者の数 24,040人

C/B 105.5%

A/B 83.9%

※患者数は延べ人数 A：紹介患者の数 20,175人

承認要件

紹介率80%以上

　

　

２．業務報告 令和　2年　4月　1日～令和　3年　3月　31日

◇紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

院長　佐藤　四三

承認年月日 平成24年11月24日

所在地 姫路市下手野1丁目12-1

開設者 日本赤十字社　社長　大塚　義治

地域医療支援病院業務報告書

１．概要

病院名
ヒメジセキジュウジビョウイン

姫路赤十字病院



(1,880人)

(2,318人)

(4,198人)

研修の実績

(111人)

19.5㎡

487.7㎡

228.7㎡

28.6㎡

58.8㎡

　

59.1㎡

　

　

　

会議室1
会議室2
※会議室2・3は2部屋に仕切る事が可能
会議室3

カンファレンス室

研修施設 多目的ホール

臨床研修棟

大会議室

研修委員会の設置の有無 有

研修指導者数 57人

合計研修者数（うち院外参加者） 189人

研修体制 研修プログラムの有無 有

研修の内容

別紙参照

地域の医療従事者への研修回数 3回

救急用又は患者輸送用自動車 2台

◇地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

合計 9,418人

※延べ人数。括弧内は、うち入院を要した患者数

救急用又は患者輸送用自動車により搬入した救急患者　 3,735人

上記以外の救急患者 5,683人

優先的に使用できる病床 18床

専用病床 4床



地方公共団体

その他

相談件数 3,416件

相談の概要

【がんの相談】
・がんの治療／がんの検査／病状、副作用、後遺症／セカンドオ
ピニオン／治療実績／受診方法／
臨床試験、先進医療／入院、転院、医療機関の紹介／がんの予
防、検診／在宅医療／ホスピス、緩和ケア／日常生活（食事・栄
養・服薬等・入浴・運動・外出）／介護、看護、養育／社会生活
（仕事・就労・学業）／医療費、生活費、社会保障制度／補完代
替療法／生きがい・価値観／不安、精神的苦痛／告知／医療者と
の関係／患者、家族間の関係／友人、知人、職場の人間関係／患
者会・家族会(ピア情報)／就労支援
【医療相談】
・受診料／薬／手術／医療機関の紹介／転院／症状・疾患／注射

相談を行う場所

相談窓口、相談室、その他（各科外来）

主たる相談対応者 看護師、ソーシャルワーカー、事務　計　17名

委員会の開催回数 1回

◇患者相談の実績

102件

合計 102件

◇第九条の十九第一項に規定する委員会の開催の実績

閲覧者別延べ件数 医師 0件

歯科医師 0件

0件

閲覧担当者 各担当課（部）長

閲覧の求めに応じる場所 管理棟内または各部門担当

紹介患者等の帳簿 地域医療連携課

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績
閲覧責任者 事務部　総務課長　新庄　弘美

医事課

地域医療従事者向け研修の実績  総合相談支援課地域医療連携課

閲覧実績 担当各科

診療に関する諸記録の保管場所 看護部
医療推進課

病院の管理及び運営
に関する諸記録の保
管場所

共同利用の実績  放射線技術部地域医療連携課

救急医療の提供の実績

管理責任者 病院長　佐藤　四三

管理担当者 総務課長　新庄　弘美

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法



地域連携クリティカルパスの策定 有

姫路赤十字病院

役割に関する情報発信 有

退院調整部門 有

◇その他地域医療支援病院に求められる取組み
病院機能第三者評価 有


